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1. はじめに 
想定災害の事前検証，防災研究結果を住民等に効果的に

アピールすることを目的として，複合現実感 (MR) [1]を用

いた情報提示法の研究を進めている．まず，水災害の浸水

シミュレーション結果の MR 可視化を試みた． 

2. MR 表示の意義とシステム構成 
現実世界にジオラマ（地形縮小模型）を設置して，対象

地域に関するメンタルモデルの構築を容易にし，そこに

CG 映像の重畳表示を視認する情報提示法を採用する（図

1）．従来の二次元のハザードマップや，GIS データの PC
画面表示に比べ，MR 技術の利用には次の利点がある． 

• 体験者複数人での複合現実空間の共有 
• 可変な CG 映像の両眼立体視表示 
• 体験者の任意視点移動が可能 

こうした直観に訴える特長は，研究方法や防災対策の見直

し，行政や住民へのプレゼンテーションに威力を発揮する．  
本研究では，ARToolKit [2]を用い MR 空間を構築してい

る．体験システムは，ARToolKit の正方形マーカーを貼っ

た京都市街のジオラマ（三条大橋付近を中心とした 6km×

5km の領域，縮尺 1/4000），カメラ内蔵のビデオシース

ルーHMD（Canon VH-2002），PC から構成されている． 

   

図 1 体験風景（左：ジオラマ，右：重畳表示） 

3. 洪水のシミュレーション 
水災害のシミュレーションには，連続体の支配方程式[3]

を用いて洪水の時間的変化を計算する． 
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・運動保存則 
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上記の方程式を，微少時間単位で解き，洪水の水位を求め

ている． 

4. 提示結果と考察 
本手法ではジオラマ上に，航空写真テクスチャを貼った

京都市の地表ポリゴンモデル，ビルの 3D モデルを重畳描

画して，京都市街地を表現している．これらに重ねて，上

述の洪水シミュレーション結果をポリゴン表示している．  

今回のシミュレーションは，鴨川上流から 1200 ㎥/s 与え

続けたケースを表示した（図 2）． 

  
図 2 浸水予想の表示（左：1時間後，右：5時間後） 

実装・体験の結果，立体表示したビルと洪水との相対関

係により浸水状況が視認しやすく，視点を変えることで細

部を覗き込み，効果的に観察できることが確認できた． 
上述の洪水シミュレーションは膨大な計算時間を要する

ため，実時間でパラメータを変化させて直ちに結果を描画

することはできない．そこで，予想される複数の条件下で

のシミュレーションを予め計算しておき，計算結果のデー

タを間引いて用意しておく．体験時には，体験者の要望に

応じて表示データを切り替えるという手法をとる． 

5. むすび 
MR 技術を用いた想定災害情報の表示は，体験型立体ハ

ザードマップとでもいうべきもので，効果的表示方法とし

て防災研究の専門家からも高い評価を得ている．今後は水

害以外の災害も視野に入れ，さらに現実世界での体験シス

テムへと発展させていきたい． 後に，洪水シミュレー

ション結果の提供・指導をして頂いた本学都市システム工

学科江頭進治教授・伊藤隆郭講師に深く感謝致します． 
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